
油断大敵！ 鱗翅目成虫は天窓からも侵入する

［研究のねらい］

野菜や花きの栽培施設における鱗翅目害虫の侵入防止技術を確立するため、成虫の侵入経路を

明らかにします。

［研究の成果］

①ハスモンヨトウ、シロイチモジヨトウ、シロオビノメイガの成虫は、ビニルハウスの天窓部と

側窓部にほぼ同数が飛来します（図１）。

②ビニルハウスでエンドウを栽培する場合、側窓・天窓ともに防虫ネットを被覆したハウスでは

イラクサギンウワバ幼虫の発生が認められません。しかし、側窓にネットを被覆していないハ

ウスや、天窓にネットを被覆していないハウスでは幼虫が多く発生します（図２）。

③ビニルハウスでキュウリを栽培する場合のワタヘリクロノメイガなどの発生も同様です。

［成果の活用面・留意点］

①ヨトウ類、ウワバ類、メイガ類など鱗翅目の成虫は、側窓部だけでなく、天窓部からも飛来侵

入することがわかりました。防虫ネットを利用して鱗翅目成虫の侵入を防止するためには、側

窓部と天窓部のすべての開口部を被覆する必要があります。

図１ エンドウ栽培ハウスの開口部に設置したライトトラップによる鱗翅目
害虫の成虫誘殺数

図２ エンドウ栽培ハウスの防虫ネット被覆の有無によるイラクサギンウワバ
の発生状況 （エンドウ播種：2001年９月14日、調査日：10月26日）
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試験ハウス
＊

＊試験ハウスの防虫ネット被覆状況

側窓部 天窓部

A棟 × ビニル

B棟 ○ ×

C棟 ○ ○

D棟 × ビニル

E棟 ○ ×

F棟 ○ ○

　　　　○：防虫ネット被覆、 ×：無被覆

　　　　ビニル：天窓のないハウス

　※防虫ネットの目合い：0.5mm

　※ハウス面積43㎡、ハウス高2.8ｍ

※ライトトラップ：15Ｗブラックライト・ブルー
　　　　　蛍光灯を利用した透明粘着板
※トラップ設置位置：
   ①天窓部（地上高280cm）
   ②側窓部（地上高120cm）
※調査時期：2000年９月19日～10月６日
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